
一

は
じ
め
に

東
京
高
裁
知
的
財
産
権
部
は
、
①
特

許
庁
の
審
判
体
が
な
し
た
、
特
許
権
、

実
用
新
案
権
、
意
匠
権
、
商
標
権
に
関

す
る
取
消
決
定
お
よ
び
拒
絶
審
決
の
各

取
消
訴
訟
（
以
下
、「
査
定
系
事
件
」
と

も
い
う
）、
無
効
審
判
請
求
の
審
決
取

消
訴
訟
（
以
下
、「
当
事
者
系
事
件
」
と

も
い
う
）
等
の
訴
訟
（
以
下
、
ま
と
め

て
「
審
決
取
消
訴
訟
」
と
い
う
）、
な
ら

び
に
、
東
京
地
方
裁
判
所
を
は
じ
め
と

す
る
東
京
高
裁
管
内
の
地
方
裁
判
所
が

な
し
た
、
特
許
権
、
実
用
新
案
権
、
意

匠
権
、
商
標
権
、
著
作
権
各
侵
害
事

件
、
不
正
競
争
防
止
法
に
基
づ
く
事
件

等
の
知
的
財
産
権
関
係
事
件
に
つ
い
て

の
判
決
に
対
す
る
控
訴
事
件
（
以
下
、

「
知
財
控
訴
事
件
」
と
い
う
）
を
担
当

し
て
い
る
。

東
京
高
裁
知
財
部
は
、
平
成
一
四
年

三
月
ま
で
は
、
三
カ
部
（
第
六
民
事

部
、
第
一
三
民
事
部
、
第
一
八
民
事

部
）
で
、
裁
判
官
合
計
一
二
名
と
の
構

成
で
あ
っ
た
が
、
同
年
四
月
か
ら
は
、

第
三
民
事
部
が
こ
れ
に
加
わ
っ
て
四
カ

部
と
な
り
、
裁
判
官
合
計
一
六
名
と
の

構
成
と
な
っ
た
。

東
京
高
裁
知
財
部
の
平
成
五
年
か
ら

平
成
一
四
年
ま
で
の
審
決
取
消
訴
訟
お

よ
び
知
財
控
訴
事
件
の
新
受
お
よ
び
既

済
事
件
数
と
そ
の
審
理
期
間
は
、
別
表

１
、
別
表
２

の
と
お
り
で
あ
る
。
別
表

１
お
よ
び
別
表
２
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
審
決
取
消
訴
訟
の
新
受
事
件
数

は
、
平
成
五
年
の
一
九
六
件
に
対
し
、

平
成
一
四
年
に
は
六
三
六
件
と
三
倍
強

に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
を
特
許
・
実

用
新
案
権
に
関
す
る
も
の
に
限
っ
て
み

て
も
、
別
表
３

か
ら
明
ら
か
な
と
お

り
、
平
成
五
年
の
一
六
四
件
に
対
し
、

平
成
一
四
年
に
は
四
六
七
件
と
、
三
倍

弱
に
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特
許
・
実
用
新
案
権
の
審
決
取
消
訴

訟
は
、
例
外
的
に
訴
え
の
取
下
げ
に
よ

り
終
了
す
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
原

則
と
し
て
、
判
決
で
終
了
す
る
。
し
か

し
、
特
許
・
実
用
新
案
権
の
審
決
取
消

訴
訟
の
判
決
は
、
最
高
裁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
詳
細
で
緻
密
な
も
の
で

あ
り
、
当
該
発
明
の
技
術
分
野
に
関
す

る
技
術
文
献
の
理
解
を
踏
ま
え
た
上
で

な
さ
れ
る
法
的
な
判
断
で
あ
る
た
め
、

一
件
の
判
決
起
案
に
相
当
な
日
数
を
要

す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
東
京
高
裁
知
財
部
で

は
、
審
決
取
消
訴
訟
の
新
受
事
件
数
の

急
激
な
増
加
に
対
応
す
る
た
め
に
、
平

成
一
四
年
七
月
に
、
各
部
の
経
験
豊
富

な
陪
席
裁
判
官
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
審
決
取
消
訴
訟
の

審
理
に
お
け
る
新
た
な
審
理
方
式
お
よ

び
新
た
な
判
決
様
式
の
試
み
、
と
い
う

二
つ
の
柱
を
中
心
と
し
た
改
革
を
進
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

審
決
取
消
訴
訟
の
新
た
な
審
理
方
式
と
新
た
な
判
決
様
式
に
つ
い
て

｜
｜
東
京
高
裁
知
的
財
産
権
部
に
お
け
る
試
み東

京
高
等
裁
判
所
判
事

清
水

節

東
京
高
等
裁
判
所
判
事

岡
本

岳
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東
京
高
等
裁
判
所
判
事

塩
月
秀
平

東
京
高
等
裁
判
所
判
事

設

隆
一



二

集
中
審
理
方
式
に
つ
い
て

１

新
た
な
審
理
方
式
と
し
て
の
集

中
審
理
方
式
の
概
要

従
来
の
審
決
取
消
訴
訟
の
審
理
方
式

は
、
主
任
裁
判
官
が
最
初
か
ら
弁
論
準

備
期
日
を
指
定
し
、
こ
の
期
日
を
数
回

行
い
、
そ
の
間
に
当
事
者
か
ら
準
備
書

面
が
提
出
さ
れ
、
主
張
を
整
理
し
、
争

点
を
明
確
に
し
、
主
任
裁
判
官
と
し
て

の
心
証
を
形
成
し
て
い
く
、
と
い
う
方

法
で
あ
っ
た
。
今
回
導
入
を
試
み
た
集

中
審
理
方
式
は
、
こ
の
主
張
お
よ
び
争

点
整
理
な
ら
び
に
心
証
の
形
成
を
一
回

の
弁
論
準
備
期
日
に
お
い
て
、
集
中
的

に
行
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
集
中
審
理
方
式
は
、
準
備

書
面
の
提
出
期
限
を
事
前
に
当
事
者
と

打
ち
合
わ
せ
た
上
で
取
り
決
め
、
準
備

書
面
と
証
拠
が
す
べ
て
提
出
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
、
理
想
と
し
て
は
一
開
廷
日
に

一
つ
の
集
中
審
理
事
件
を
指
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
主
任
裁
判
官
が
事
前
に
集

中
的
に
記
録
を
検
討
し
、
相
当
程
度
に

7
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表１ 審決取消訴訟の新受・既済件数および平均審理
期間（第一審・東京高裁）

表２ 知的財産権関係民事事件の新受・既済件数
および平均審理期間（全国高裁控訴審）

表３ 審決取消訴訟（特許、実用新案）の新受件数
（第一審・東京高裁）



事
案
を
把
握
し
て
弁
論
準
備
期
日
に
臨

み
、
同
期
日
に
お
い
て
、
当
事
者
か
ら

技
術
説
明
、
争
点
説
明
を
受
け
て
核
と

な
る
争
点
を
把
握
し
、
同
期
日
に
お
い

て
基
本
的
な
心
証
を
形
成
し
、
弁
論
準

備
手
続
を
終
結
す
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

２

集
中
審
理
方
式
の
具
体
的
な

方
式

⑴

現
在
行
わ
れ
て
い
る
集
中
審
理

方
式
に
は
、
⒜
弁
論
準
備
の
第
一
回
期

日
を
審
理
計
画
打
合
せ
日
と
し
、
同
第

二
回
期
日
を
集
中
審
理
期
日
（
技
術
説

明
等
の
期
日
）
と
す
る
方
式
（
六
民
・

一
三
民
・
三
民
方
式
）
と
、
⒝
事
前
に

電
話
等
で
審
理
計
画
を
打
ち
合
わ
せ
、

弁
論
準
備
の
第
一
回
期
日
を
集
中
審
理

期
日
（
技
術
説
明
等
の
期
日
）
と
す
る

方
式
（
一
八
民
方
式
）
と
が
あ
る
（
な

お
、
こ
の
集
中
審
理
方
式
の
実
施
状
況

は
、
第
一
八
民
事
部
以
外
の
部
で
は
、

各
主
任
裁
判
官
に
よ
り
多
少
の
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
す
べ
て
の
事
件
を
こ
の
集

中
審
理
方
式
で
審
理
し
て
い
る
裁
判
官

も
い
れ
ば
、
従
来
方
式
と
集
中
審
理
方

式
と
を
併
用
し
て
い
る
裁
判
官
も
い
る

状
況
で
あ
る
）。

六
民
・
一
三
民
・
三
民
の
集
中
審
理

方
式
は
、
第
一
回
弁
論
準
備
期
日
に

は
、
従
来
ど
お
り
、
原
告
か
ら
訴
状
と

原
告
の
主
張
す
る
取
消
事
由
を
記
載
し

た
準
備
書
面
の
提
出
を
受
け
た
上
で
、

そ
の
後
の
準
備
書
面
・
書
証
の
提
出
日

を
取
り
決
め
、
す
べ
て
の
準
備
書
面
・

書
証
の
提
出
が
完
了
す
る
予
定
日
の

一
、
二
週
間
後
に
、
集
中
審
理
期
日
を

指
定
す
る
、
と
の
方
式
で
あ
る
。
査
定

系
事
件
で
は
、
通
常
は
、
被
告
が
原
告

の
取
消
事
由
の
主
張
に
対
す
る
反
論
の

準
備
書
面
を
提
出
す
る
期
限
、
原
告
が

再
反
論
の
準
備
書
面
を
提
出
す
る
期
限

を
取
り
決
め
、
そ
の
期
限
後
の
日
を
集

中
審
理
期
日
に
指
定
す
る
こ
と
が
多

い
。
当
事
者
系
事
件
で
は
、
被
告
が
さ

ら
に
再
反
論
の
準
備
書
面
を
提
出
す
る

期
限
ま
で
も
取
り
決
め
て
か
ら
、
集
中

審
理
期
日
を
決
め
る
こ
と
が
多
い
。
な

お
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、
技
術
内
容

の
理
解
が
き
わ
め
て
困
難
な
事
件
で

は
、
例
外
的
に
、
原
告
か
ら
技
術
説
明

書
を
提
出
さ
せ
、
そ
の
後
に
、
被
告
と

原
告
か
ら
上
記
の
各
準
備
書
面
の
提
出

を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
方
式
で
は
、
①
原
告
が
提
出
し

た
取
消
事
由
を
記
載
し
た
準
備
書
面

が
、
取
消
事
由
が
明
確
で
は
な
い
な
ど

の
理
由
で
、
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た

場
合
は
、
そ
の
補
充
書
面
あ
る
い
は
再

提
出
書
面
の
提
出
日
を
指
定
し
た
上

で
、
そ
の
後
の
準
備
書
面
提
出
日
を
決

め
る
、
あ
る
い
は
、
②
訂
正
審
判
の
申

立
て
が
主
た
る
理
由
の
取
消
訴
訟
（
審

決
の
確
定
を
防
止
す
る
た
め
の
取
消
訴

訟
）
で
あ
る
場
合
を
は
じ
め
と
す
る
特

殊
な
事
情
が
あ
る
事
案
に
お
い
て
は
、

そ
れ
に
あ
わ
せ
た
審
理
計
画
を
立
て
る

な
ど
、
主
任
裁
判
官
が
、
第
一
回
期
日

に
お
い
て
、
当
事
者
の
意
見
を
聴
き
な

が
ら
、
事
件
の
内
容
に
あ
わ
せ
て
審
理

計
画
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

主
任
裁
判
官
は
、
第
一
回
期
日
の
前

に
、
調
査
官
か
ら
事
案
に
関
す
る
技
術

の
概
略
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
第
一
回
期
日
に
お
け
る
審
理
計
画

の
決
定
、
お
よ
び
、
そ
の
後
の
集
中
審

理
期
日
前
に
お
け
る
事
前
の
記
録
の
検

討
が
効
率
よ
く
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
集
中
審
理
期
日
の
直
前
の
調
査

官
と
の
打
合
せ
は
、
主
任
裁
判
官
が
記

録
の
検
討
を
終
え
て
い
る
た
め
、
当
該

事
件
の
争
点
に
関
す
る
結
論
と
そ
の
理

由
付
け
に
つ
い
て
の
検
討
・
打
合
せ
が

中
心
と
な
る
。

一
八
民
方
式
は
、
六
民
・
一
三
民
・

三
民
方
式
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
審

理
計
画
打
合
せ
の
た
め
の
第
一
回
期
日

を
実
施
せ
ず
に
、
こ
れ
と
同
趣
旨
の
審

理
計
画
の
打
合
せ
（
準
備
書
面
提
出
期

限
等
の
打
合
せ
）
を
、
主
任
裁
判
官
の

指
示
を
受
け
た
書
記
官
が
、
電
話
等
に

よ
り
、
双
方
の
代
理
人
と
打
ち
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
準
備
書
面
お
よ
び
書
証

が
す
べ
て
提
出
さ
れ
た
後
に
第
一
回
期

日
が
開
か
れ
、
そ
の
期
日
に
お
い
て
、

技
術
説
明
・
争
点
説
明
が
な
さ
れ
、
集

中
審
理
に
よ
り
主
任
裁
判
官
の
最
終
的

な
心
証
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
一
八
民
方
式
に
お
い
て
も
、
訂
正

審
判
の
申
立
て
が
主
た
る
理
由
の
取
消

訴
訟
（
審
決
の
確
定
を
防
止
す
る
た
め

の
取
消
訴
訟
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
電

話
等
に
よ
る
打
合
せ
に
よ
り
、
そ
れ
に

あ
わ
せ
た
審
理
計
画
を
立
て
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
電
話
等
の
打
合
せ
は
原

則
と
し
て
書
記
官
を
介
し
て
行
わ
れ
て

お
り
、
書
記
官
の
コ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
と
し
て
の
資
質
が
強
く
要
求
さ
れ

る
。
特
許
手
続
法
に
つ
い
て
の
専
門
知

識
を
駆
使
し
な
が
ら
、
裁
判
官
、
調
査

官
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
行
う
必
要
の
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あ
る
作
業
で
あ
る
。

一
八
民
方
式
と
六
民
・
一
三
民
・
三

民
方
式
と
は
、
審
理
計
画
打
合
せ
期
日

（
第
一
回
期
日
）
を
開
催
す
る
か
、
こ

れ
を
電
話
等
に
よ
る
連
絡
に
よ
り
代
替

す
る
か
、
と
の
点
を
除
け
ば
、
準
備
書

面
、
書
証
等
の
提
出
日
を
決
め
、
一
回

の
集
中
審
理
期
日
で
審
理
を
行
う
、
そ

の
際
に
、
当
事
者
に
技
術
説
明
・
争
点

説
明
を
求
め
る
、
と
い
う
点
で
、
実
質

的
に
同
じ
審
理
方
法
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
第
三
民
事
部
で
は
、
上
記
の

審
理
方
式
に
加
え
、
比
較
的
単
純
な
技

術
内
容
の
事
件
に
つ
い
て
、
当
初
か
ら

口
頭
弁
論
に
よ
り
、
技
術
内
容
、
争
点

の
内
容
を
確
認
す
る
と
の
審
理
方
式
も

採
用
し
て
い
る
。

⑵

集
中
審
理
期
日
に
お
い
て
は
、

す
べ
て
の
準
備
書
面
・
書
証
の
提
出
が

完
了
し
て
お
り
、
当
事
者
双
方
が
、
持

ち
時
間
各
一
五
分
な
い
し
二
〇
分
程
度

の
時
間
で
、
本
件
発
明
の
内
容
、
引
用

発
明
の
内
容
に
つ
い
て
の
技
術
説
明

と
、
審
決
の
判
断
に
対
す
る
取
消
事
由

（
争
点
）
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張

の
要
点
を
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
（
な

お
、
集
中
審
理
期
日
は
、
平
成
一
五
年

一
月
頃
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
技

術
説
明
を
伴
う
期
日
と
な
っ
た
の
は
、

同
年
一
月
末
な
い
し
二
月
の
集
中
審
理

期
日
か
ら
で
あ
る
）。

主
任
裁
判
官
は
、
こ
の
集
中
審
理
期

日
の
前
に
、
記
録
を
検
討
し
、
す
べ
て

の
準
備
書
面
と
主
要
な
証
拠
を
読
み
、

そ
の
後
、
事
前
に
調
査
官
と
も
事
案
の

争
点
と
結
論
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
を

し
、
一
定
の
心
証
を
形
成
し
た
上
で
、

こ
の
期
日
に
臨
む
こ
と
に
な
る
。

当
事
者
の
技
術
説
明
、
争
点
の
説
明

は
、
裁
判
官
が
記
録
を
検
討
し
て
理
解

し
て
い
る
内
容
お
よ
び
そ
の
時
点
で
形

成
さ
れ
て
い
る
中
間
的
心
証
が
正
し
い

も
の
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
の
手

続
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
任
裁
判
官
は
、

集
中
審
理
期
日
に
お
い
て
、
当
事
者
の

技
術
説
明
と
争
点
に
つ
い
て
の
主
張
の

要
約
を
聴
き
な
が
ら
、
技
術
内
容
を
正

確
に
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
、
事
件
の
争
点
お
よ
び
こ
れ
に
つ
い

て
の
双
方
の
主
張
内
容
を
確
認
し
、
適

宜
、
発
問
を
し
た
り
、
技
術
内
容
の
確

認
を
し
た
り
し
て
、
そ
の
事
件
に
つ
い

て
の
主
任
裁
判
官
と
し
て
の
心
証
を
最

終
的
に
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

技
術
説
明
・
争
点
説
明
の
時
間
は
、

短
い
時
間
で
あ
る
た
め
、
当
事
者
は
、

事
前
に
、
要
領
よ
く
技
術
説
明
を
し
、

争
点
に
つ
い
て
の
重
要
な
主
張
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
準
備
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
際
に
、
当
事
者
も
、
事

案
の
争
点
に
つ
い
て
、
重
要
な
主
張
と

重
要
で
は
な
い
主
張
と
を
よ
り
明
確
に

認
識
し
、
重
要
な
主
張
の
み
を
わ
か
り

や
す
く
口
頭
で
説
明
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
争
点
の
整
理
あ
る
い
は
重
要
な

主
張
と
重
要
で
は
な
い
主
張
と
の
区
別

が
自
然
な
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
裁
判
官
か
ら
は
重
要
な
主
張
が
ど

こ
に
あ
る
か
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
判
決
に
お
い
て
綿
密
に
判
断

す
べ
き
事
項
の
共
通
認
識
が
、
裁
判

官
、
当
事
者
の
間
で
形
成
さ
れ
る
。
審

決
取
消
事
由
が
複
数
に
わ
た
っ
て
い
て

も
、
同
じ
事
項
に
つ
い
て
視
点
を
変
え

て
主
張
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
こ

の
共
通
認
識
の
確
認
は
重
要
で
あ
る
。

こ
の
集
中
審
理
期
日
で
は
、
主
任
裁

判
官
が
、
適
宜
、
確
認
の
た
め
の
質
問

を
し
た
り
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
再
確
認
を
す
る
な
ど
し
て
、
当
事
者

と
対
話
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者

は
、
裁
判
官
が
事
案
の
内
容
を
十
分
に

理
解
し
、
そ
の
上
で
当
該
事
案
に
つ
い

て
一
定
の
心
証
を
形
成
し
、
判
断
を
す

る
、
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、

調
査
官
も
、
裁
判
官
の
指
揮
の
も
と

に
、
補
充
的
な
発
問
等
を
す
る
機
会
が

通
常
認
め
ら
れ
て
お
り
、
当
事
者
が
主

張
す
る
技
術
内
容
あ
る
い
は
主
張
の
内

容
の
あ
い
ま
い
な
部
分
に
つ
い
て
確
認

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

集
中
審
理
方
式
の
実
情

こ
の
集
中
審
理
方
式
が
始
ま
っ
た
の

は
、
平
成
一
四
年
後
半
か
ら
で
あ
る

が
、
集
中
審
理
期
日
が
実
施
さ
れ
た
の

は
、
平
成
一
五
年
一
月
な
い
し
二
月
こ

ろ
か
ら
で
あ
る
。
現
在
、
次
第
に
各
部

の
裁
判
官
の
間
で
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
集
中
審
理
方
式
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。⑴

準
備
書
面
は
、
原
則
と
し
て
約

束
さ
れ
た
期
限
ど
お
り
に
提
出
さ
れ
て

お
り
、
問
題
は
な
い
。
技
術
説
明
お
よ

び
争
点
に
つ
い
て
の
主
張
の
要
約
は
、

例
外
的
に
、
一
方
の
当
事
者
が
十
分
な

説
明
が
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
も
の
の
、
あ
ら
か
じ
め
提
出
さ
れ
る
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コ
ン
パ
ク
ト
で
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
技
術
説

明
書
に
沿
っ
て
、
お
お
む
ね
、
決
め
ら

れ
た
時
間
の
中
で
、
わ
か
り
や
す
い
技

術
説
明
と
取
消
事
由
に
関
す
る
重
要
な

主
張
に
つ
い
て
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
い

要
約
が
な
さ
れ
て
い
る
。

⑵

ほ
と
ん
ど
の
事
件
は
、
集
中
審

理
期
日
に
お
い
て
、
予
定
ど
お
り
弁
論

準
備
手
続
が
終
結
さ
れ
て
い
る
。
例
外

的
に
終
結
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
事
件
は
、
集
中
審
理
期
日
に
お
い

て
、
技
術
説
明
、
争
点
説
明
が
な
さ

れ
、
取
消
事
由
と
争
点
に
関
す
る
主
張

が
明
確
に
な
っ
た
後
に
、
裁
判
官
が
判

決
を
す
る
上
で
さ
ら
に
議
論
さ
れ
る
べ

き
論
点
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
と
判
断

し
、
当
事
者
も
見
過
ご
し
て
い
る
論
点

が
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
理
解
し
て
、
そ

の
論
点
に
絞
っ
て
、
さ
ら
に
一
回
期
日

が
続
行
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

⑶

集
中
審
理
方
式
に
よ
っ
て
、
い

ず
れ
の
事
件
で
も
、
主
任
裁
判
官
に
よ

る
技
術
内
容
の
理
解
、
争
点
の
把
握
と

そ
れ
に
続
く
心
証
の
形
成
が
よ
り
明
確

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
事
件
数
が
急
増
す
る
中
で

も
、
一
層
の
適
正
迅
速
な
裁
判
の
実
現

に
向
け
て
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
つ
つ

あ
る
。
そ
の
理
由
の
詳
細
は
、
次
項
に

お
い
て
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。

４

集
中
審
理
方
式
の
長
所

集
中
審
理
方
式
の
長
所
を
要
約
す
れ

ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴

主
任
裁
判
官
は
、
集
中
審
理
方

式
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
一
期
日
に
集

中
審
理
事
件
を
一
件
だ
け
指
定
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
（
集
中
審
理
方
式
を

と
る
と
、
期
日
の
回
数
が
減
り
、
現
在

の
手
持
ち
事
件
で
も
、
一
期
日
に
集
中

審
理
事
件
を
一
件
だ
け
指
定
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、
六
民
・
一

三
民
・
三
民
方
式
に
お
け
る
進
行
打
合

せ
期
日
は
、
集
中
審
理
期
日
と
同
期
日

に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
進
行

打
合
せ
な
の
で
、
裁
判
官
の
負
担
は
軽

い
）。
こ
れ
に
よ
り
、
主
任
裁
判
官
は
、

事
前
に
集
中
的
に
当
該
事
件
の
記
録
を

検
討
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
証
を
的
確

に
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
前
は
、
同
じ
日
に
、
数
件
の
弁
論

準
備
事
件
が
指
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、

裁
判
官
が
、
期
日
の
た
び
に
、
従
前
に

提
出
さ
れ
て
い
た
準
備
書
面
と
書
証
と

を
読
み
返
し
て
当
該
事
件
の
内
容
に
つ

い
て
の
記
憶
を
呼
び
戻
し
、
新
た
に
提

出
さ
れ
た
準
備
書
面
を
読
む
、
と
の
作

業
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
裁

判
官
の
事
前
準
備
す
な
わ
ち
記
録
読
み

の
負
担
が
き
わ
め
て
大
き
く
、
新
受
事

件
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
状
況
下
に

お
い
て
、
弁
論
準
備
を
終
結
す
る
事
件

に
つ
い
て
、
記
録
を
読
み
直
す
時
間
に

も
制
約
が
生
じ
る
こ
と
も
な
い
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。

集
中
審
理
方
式
を
と
る
こ
と
に
よ

り
、
裁
判
官
が
一
件
の
事
件
に
つ
い
て

事
前
準
備
を
集
中
的
に
か
つ
効
率
的
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑵

当
事
者
が
集
中
審
理
期
日
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
五
分
な
い
し
二
〇
分

程
度
の
短
時
間
で
、
技
術
説
明
お
よ
び

取
消
事
由
の
説
明
を
す
る
の
で
、
主
任

裁
判
官
は
、
技
術
内
容
の
確
認
、
重
要

な
争
点
と
こ
れ
に
つ
い
て
の
当
事
者
の

主
張
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
に
よ
り
、
明
確
か
つ
的
確
に
そ
の
心

証
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶

技
術
説
明
と
争
点
説
明
に
よ

り
、
重
要
な
争
点
と
重
要
で
は
な
い
争

点
と
が
明
確
に
な
る
た
め
、
重
要
で
は

な
い
主
張
、
あ
る
い
は
、
不
要
な
主
張

を
撤
回
す
る
こ
と
が
よ
り
容
易
と
な

る
。
あ
る
い
は
、
当
事
者
が
主
張
を
撤

回
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、

裁
判
官
が
、
重
要
な
争
点
と
重
要
で
は

な
い
争
点
を
明
確
に
認
識
し
た
上
で
、

重
要
な
争
点
に
つ
い
て
重
点
を
置
い
た

判
決
を
書
く
こ
と
が
よ
り
容
易
に
な

る
。⑷

審
理
が
充
実
し
、
主
任
裁
判
官

の
心
証
が
明
確
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
後
の
判
決
起
案
が
よ
り
効

率
的
な
も
の
と
な
る
。

⑸

当
事
者
も
、
技
術
説
明
と
争
点

説
明
の
準
備
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事

案
の
内
容
と
重
要
な
争
点
を
明
確
に
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
集
中
審
理
期
日
に
お
い
て

は
、
訴
訟
代
理
人
が
当
該
事
件
を
十
分

に
理
解
し
た
上
で
、
わ
か
り
や
す
い
技

術
説
明
と
争
点
説
明
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
（
一
方
の
当
事
者
が
わ
か
り
や
す
い

技
術
説
明
と
争
点
説
明
を
し
、
他
方
の

当
事
者
が
わ
か
り
に
く
い
技
術
説
明
と

争
点
説
明
と
を
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が

裁
判
官
の
心
証
形
成
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
）。
法
的
に

あ
ま
り
意
味
の
な
い
主
張
を
し
て
い
る

当
事
者
は
、
わ
か
り
や
す
い
争
点
説
明

を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
長
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期
的
に
み
れ
ば
、
法
的
に
あ
ま
り
意
味

の
な
い
主
張
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
減
少

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

⑹

当
事
者
は
、
集
中
審
理
期
日
に

お
い
て
裁
判
官
か
ら
技
術
内
容
と
争
点

に
つ
い
て
直
接
質
問
等
を
受
け
、
こ
れ

に
答
え
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
官
が
当

該
事
案
の
技
術
内
容
と
争
点
を
明
確
に

理
解
し
た
上
で
判
断
を
す
る
こ
と
を
直

接
に
理
解
し
、
感
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。裁

判
官
が
当
該
事
案
の
争
点
を
十
分

に
理
解
し
た
上
で
判
断
を
示
す
と
い
う

こ
と
を
当
事
者
が
直
接
に
理
解
し
、
感

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
、
す
べ
て
の
民
事
事
件
に
お
い
て
、

裁
判
官
と
当
事
者
と
の
間
の
信
頼
関
係

の
形
成
に
お
け
る
重
要
な
要
素
で
あ

る
。以

上
の
と
お
り
、
集
中
審
理
方
式

は
、
合
理
的
で
効
率
的
な
審
理
方
法
で

あ
り
、
新
受
事
件
が
急
増
し
て
い
る
状

況
下
に
お
い
て
は
、
審
理
の
効
率
化
、

心
証
形
成
の
明
確
化
、
判
決
起
案
の
効

率
化
お
よ
び
当
事
者
か
ら
み
て
わ
か
り

や
す
い
裁
判
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る

（
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
審
決
取

消
訴
訟
に
お
け
る
集
中
審
理
方
式
の
効

用
は
、
一
般
民
事
事
件
に
お
け
る
集
中

証
拠
調
べ
の
効
用
と
し
て
述
べ
ら
れ
て

き
た
こ
と
と
よ
く
似
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
）。

５

集
中
審
理
方
式
の
実
例
紹
介

こ
れ
ま
で
に
集
中
審
理
方
式
に
よ
り

審
理
さ
れ
、
比
較
的
早
期
に
判
決
が
な

さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

⑴

六
民
・
一
三
民
・
三
民
方
式
の

実
例
紹
介

⒜

平
成
一
四
年

行
ケ
）第
四
五
四
号

特
許
取
消
決
定
取
消
請
求
事
件

①

事
案
の
内
容

原
告
は
、
発
明
の
名
称
を
「
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ハ
ニ
カ
ム
構
造
体
お
よ
び
そ
の
製

造
方
法
」
と
す
る
特
許
の
特
許
権
者
で

あ
り
、
特
許
庁
が
特
許
異
議
の
申
立
て

を
受
け
て
、
こ
の
特
許
の
一
部
を
取
り

消
し
た
た
め
、
原
告
が
取
消
決
定
の
取

消
し
を
求
め
た
。

本
件
発
明
は
、
自
動
車
の
マ
フ
ラ
ー

等
に
使
用
す
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ハ
ニ
カ
ム

構
造
体
の
改
良
発
明
で
あ
り
、
そ
の
特

許
請
求
の
範
囲
（
請
求
項
１
）
は
、

「
互
い
に
隣
接
す
る
断
面
多
角
形
の
流

路
を
形
成
す
る
隔
壁
と
、
該
隔
壁
の
最

外
周
に
設
け
ら
れ
該
隔
壁
を
一
体
に
保

持
す
る
周
壁
と
か
ら
な
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ハ
ニ
カ
ム
構
造
体
で
あ
り
、
前
記
隔
壁

の
平
均
厚
さ
Ｔ
が
〇
・
〇
五
㎜
〜
〇
・

一
三
㎜
で
あ
り
、
前
記
周
壁
の
平
均
厚

さ
が
前
記
隔
壁
の
平
均
厚
さ
Ｔ（
㎜
）よ

り
も
大
で
あ
り
、
前
記
隔
壁
の
平
均
厚

さ
Ｔ
と
前
記
隔
壁
の
周
壁
と
の
平
均
接

触
幅
ｗ（
㎜
）と
の
関
係
が
、ｗ

＞
Ｔ

か

つ0.7≧
ｗ
≧
－
（
Ｔ
╱
４
）＋

0.18

の

関
係
を
満
た
す
こ
と
を
特
徴
と
す
る
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ハ
ニ
カ
ム
構
造
体
」で
あ
る
。

特
許
庁
の
審
判
体
は
、
刊
行
物
１
に

記
載
さ
れ
た
説
明
と
図
10
の
セ
ル
写
真

の
拡
大
図
か
ら
引
用
発
明
を
認
定
し
、

本
件
発
明
と
引
用
発
明
と
は
同
一
で
あ

る
と
判
断
し
て
、
特
許
を
取
り
消
す
と

の
決
定
を
し
た
。
原
告
は
、
決
定
が
、

刊
行
物
１
に
記
載
さ
れ
た
図
10
の
セ
ル

写
真
の
認
定
を
誤
っ
た
と
主
張
し
て
、

決
定
の
取
消
し
を
求
め
た
。

判
決
は
、
原
告
の
主
張
を
認
め
、
決

定
が
刊
行
物
１
の
図
10
の
セ
ル
写
真
の

認
定
を
誤
っ
た
と
し
て
、
決
定
を
取
り

消
し
た
（
判
決
の
詳
細
は
、
最
高
裁
の
Ｈ

Ｐ
の
知
的
財
産
権
判
決
速
報
を
参
照
さ
れ

た
い
。
以
下
、
同
じ
）。

②

手
続
の
経
緯

こ
の
事
件
は
、
平
成
一
四
年
九
月
四

日
に
提
訴
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
三
一
日

に
第
一
回
弁
論
準
備
期
日
が
開
か
れ
、

原
告
の
訴
状
と
取
消
事
由
を
記
載
し
た

第
一
準
備
書
面
お
よ
び
被
告
の
答
弁
書

が
陳
述
さ
れ
、
同
期
日
に
お
い
て
、
被

告
の
反
論
の
準
備
書
面
の
提
出
期
限
、

原
告
の
再
反
論
の
準
備
書
面
の
提
出
期

限
が
合
意
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
準
備
書
面

の
提
出
期
限
後
の
平
成
一
五
年
一
月
一

六
日
が
第
二
回
弁
論
準
備
期
日
（
集
中

審
理
期
日
）
と
決
め
ら
れ
た
。
第
二
回

期
日
に
お
い
て
、
予
定
ど
お
り
提
出
さ

れ
た
準
備
書
面
が
陳
述
さ
れ
て
、
主
任

裁
判
官
が
心
証
を
形
成
し
、
弁
論
準
備

期
日
を
終
結
し
た
（
な
お
、
前
記
の
と

お
り
、
一
月
中
旬
頃
は
、
技
術
説
明
お

よ
び
争
点
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
こ
の
事
件
で
も
、
特
に
技
術

説
明
等
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
）。

審
決
取
消
訴
訟
に
お
い
て
は
、
主
任

裁
判
官
と
調
査
官
と
が
打
合
せ
を
し
、

調
査
官
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
主
任

裁
判
官
が
事
件
に
つ
い
て
結
論
と
結
論

に
至
る
理
由
を
決
定
し
、
そ
の
結
論
と

理
由
を
も
と
に
し
て
調
査
官
が
調
査
報

告
書
を
作
成
し
、
そ
の
後
主
任
裁
判
官

が
判
決
起
案
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
し

11

 

No.769（2003.9.15）



か
し
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
主
任

裁
判
官
が
調
査
報
告
書
の
提
出
を
待
た

ず
に
判
決
を
起
案
し
た
（
な
お
、
判
決

起
案
に
つ
い
て
は
、
念
の
た
め
調
査
官

に
依
頼
し
、
技
術
的
な
側
面
か
ら
み
た

誤
り
が
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
誤
解
を

受
け
や
す
い
表
現
が
な
い
か
ど
う
か
な

ど
の
確
認
を
経
て
い
る
）。
そ
の
結
果
、

平
成
一
五
年
四
月
八
日
に
口
頭
弁
論
期

日
が
指
定
さ
れ
、
合
議
体
に
お
け
る
合

議
を
経
た
上
で
、
同
月
二
二
日
に
判
決

が
言
い
渡
さ
れ
、
そ
の
後
、
同
判
決
が

確
定
し
た
。

第
一
回
期
日
か
ら
判
決
言
渡
し
ま
で

が
六
カ
月
弱
で
あ
り
、
訴
え
提
起
日
か

ら
判
決
言
渡
し
ま
で
が
七
・
五
カ
月
で

あ
る
。

⒝

平
成
一
四
年
（
行
ケ
）
第
三
二

四
号

審
決
取
消
請
求
事
件

①

事
案
の
内
容

原
告
は
、
発
明
の
名
称
を
「
防
災

瓦
」
と
す
る
発
明
に
つ
き
特
許
出
願
を

し
、
拒
絶
査
定
を
受
け
、
拒
絶
査
定
不

服
審
判
を
請
求
し
た
が
、
拒
絶
審
決
を

受
け
た
た
め
、
同
審
決
の
取
消
し
を
求

め
た
。

本
願
発
明
は
、
強
風
に
飛
ば
さ
れ

ず
、
大
雨
が
降
っ
て
も
雨
漏
り
が
し
に

く
い
防
災
瓦
の
改
良
発
明
で
あ
り
、
そ

の
特
許
請
求
の
範
囲
（
請
求
項
１
）

は
、「
瓦
本
体
の
両
側
端
部
に
葺
合
時

重
合
さ
れ
る
桟
と
差
込
部
を
形
成
し
た

平
板
状
の
瓦
で
あ
っ
て
、
千
鳥
葺
き
合

わ
せ
時
に
、
瓦
本
体
に
設
け
た
係
合
凸

部
と
係
合
差
込
部
が
係
合
す
る
防
災
瓦

に
お
い
て
、
瓦
本
体
の
尻
側
水
返
し
上

面
の
中
央
付
近
に
、
立
上
部
と
該
立
上

部
か
ら
桟
側
へ
の
水
平
部
を
連
続
し
た

係
合
凸
部
を
設
け
て
、
水
返
し
上
面
と

係
合
凸
部
の
水
平
部
下
面
の
間
に
差
込

空
間
を
設
け
、
上
記
差
込
空
間
に
差
し

込
ま
れ
る
係
合
差
込
部
を
、
差
込
部
の

水
返
し
の
外
側
に
設
け
た
こ
と
を
特
徴

と
す
る
防
災
瓦
」
で
あ
る
。

特
許
庁
の
審
判
体
は
、
刊
行
物
１
に

記
載
さ
れ
た
引
用
発
明
か
ら
、
当
業
者

が
容
易
に
本
願
発
明
に
想
到
し
得
る
と

判
断
し
て
、
原
告
の
審
判
請
求
は
、
成

り
立
た
な
い
、
と
の
審
決
を
し
た
。
原

告
は
、
本
願
発
明
の
防
災
瓦
が
製
造
困

難
な
も
の
で
あ
っ
た
、
本
願
発
明
は
そ

の
点
を
改
良
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
し

て
、
審
決
が
容
易
想
到
性
の
判
断
自
体

を
誤
っ
た
、
と
主
張
し
た
。

判
決
は
、
本
願
発
明
は
、
防
災
瓦
の

製
造
方
法
に
つ
い
て
特
許
請
求
し
た
も

の
で
は
な
い
か
ら
、
引
用
発
明
と
比
較

し
て
本
願
発
明
に
容
易
に
想
到
し
得
る

と
し
た
審
決
の
判
断
に
誤
り
は
な
い
、

と
判
断
し
た
。

②

手
続
の
経
緯

こ
の
事
件
は
、
平
成
一
四
年
六
月
二

七
日
に
提
訴
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
一
日

に
第
一
回
弁
論
準
備
期
日
が
開
か
れ
、

原
告
の
訴
状
と
取
消
事
由
を
記
載
し
た

第
一
準
備
書
面
お
よ
び
被
告
の
答
弁
書

が
陳
述
さ
れ
、
同
期
日
に
お
い
て
、
被

告
の
反
論
の
準
備
書
面
の
提
出
期
限
、

原
告
の
再
反
論
の
準
備
書
面
の
提
出
期

限
が
合
意
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
準
備
書
面

の
提
出
期
限
後
の
平
成
一
五
年
一
月
一

六
日
が
第
二
回
弁
論
準
備
期
日
（
集
中

審
理
期
日
）
と
決
め
ら
れ
た
。
第
二
回

期
日
に
お
い
て
、
予
定
ど
お
り
提
出
さ

れ
た
準
備
書
面
が
陳
述
さ
れ
て
、
裁
判

官
も
心
証
を
形
成
し
、
弁
論
準
備
手
続

を
終
結
し
た
（
な
お
、
前
記
の
と
お

り
、
一
月
中
旬
頃
は
、
技
術
説
明
お
よ

び
争
点
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
こ
の
事
件
で
も
、
特
に
技
術
説

明
等
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
）。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
も
、
主
任
裁
判

官
が
調
査
報
告
書
の
提
出
を
待
た
ず
に

判
決
を
起
案
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成

一
五
年
四
月
二
二
日
に
口
頭
弁
論
期
日

が
指
定
さ
れ
、
合
議
体
に
よ
る
合
議
を

経
た
上
で
、
同
年
五
月
八
日
に
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
、
そ
の
後
、
同
判
決
が
確

定
し
た
。

第
一
回
期
日
か
ら
判
決
言
渡
し
ま
で

が
七
カ
月
強
で
あ
り
、
訴
え
提
起
日
か

ら
判
決
言
渡
し
ま
で
が
一
〇
カ
月
強
で

あ
る
。

⒞

平
成
一
四
年
（
行
ケ
）
第
三
七

三
号

審
決
取
消
請
求
事
件

①

事
案
の
内
容

原
告
（
イ
ギ
リ
ス
法
人
）
は
、
発
明

の
名
称
を
「
粉
末
被
覆
組
成
物
」
と
す

る
発
明
に
つ
き
特
許
出
願
を
し
、
拒
絶

査
定
を
受
け
、
拒
絶
査
定
不
服
審
判
を

請
求
し
た
が
、
拒
絶
審
決
を
受
け
た
た

め
、
同
審
決
の
取
消
し
を
求
め
た
。

本
願
発
明
は
、
運
搬
時
や
塗
装
時
に

分
離
し
に
く
い
粉
体
塗
料
の
改
良
発
明

で
あ
り
、
そ
の
特
許
請
求
の
範
囲
（
請

求
項
１
）
は
、「
着
色
粉
末
被
覆
組
成

物
に
お
い
て
、
該
粉
末
粒
子
は
個
々
の

粒
状
成
分
を
溶
融
又
は
結
合
し
複
合
体

粒
子
と
し
た
凝
集
物
で
あ
っ
て
、
該
複

合
体
粒
子
は
該
組
成
物
の
基
体
へ
の
適

用
に
関
す
る
機
械
的
及
び
╱
又
は
静
電

気
力
下
で
分
離
せ
ず
、
且
つ
該
個
々
の

12

 

No.769（2003.9.15）



粒
状
成
分
は
、
主
た
る
フ
ィ
ル
ム
形
成

性
成
分
と
、
フ
ィ
ル
ム
形
成
性
成
分
及

び
非
フ
ィ
ル
ム
形
成
性
成
分
か
ら
選
択

さ
れ
た
一
種
類
以
上
の
他
の
成
分
と
か

ら
な
り
、
然
も
、
凝
集
物
が
金
属
又
は

光
沢
成
分
、
及
び
流
動
化
可
能
な
フ
ィ

ル
ム
形
成
性
成
分
を
含
む
場
合
に
は
、

そ
れ
は
、
更
な
る
粒
状
成
分
と
し
て
、

少
な
く
と
も
90
体
積
％
が
50
μm
よ
り
小

さ
い
非
相
容
性
フ
ィ
ル
ム
形
成
性
成

分
、
又
は
非
フ
ィ
ル
ム
形
成
性
の
性
能

成
分
、
又
は
そ
の
よ
う
な
成
分
の
二
種

類
以
上
を
も
含
み
、
ま
た
凝
集
物
が
二

種
類
以
上
の
異
な
っ
た
色
の
相
容
性
フ

ィ
ル
ム
形
成
性
成
分
及
び
任
意
に
非
着

色
相
容
性
フ
ィ
ル
ム
形
成
性
成
分
を
含

み
、
こ
れ
ら
の
フ
ィ
ル
ム
形
成
性
成
分

の
各
各
の
粒
径
が
、
粉
末
被
覆
を
基
体

に
適
用
し
て
加
熱
し
、
連
続
的
な
被
覆

を
形
成
し
た
時
、
得
ら
れ
る
被
覆
が
均

一
な
色
と
な
る
位
充
分
小
さ
い
場
合
に

は
、
そ
れ
は
、
更
な
る
粒
状
成
分
と
し

て
、
非
相
容
性
フ
ィ
ル
ム
形
成
性
成

分
、
又
は
非
フ
ィ
ル
ム
形
成
性
成
分
、

又
は
二
種
類
以
上
の
そ
の
よ
う
な
成
分

を
も
含
ん
で
い
る
、
上
記
組
成
物
」
で

あ
る
。

特
許
庁
の
審
判
体
は
、
当
業
者
が
刊

行
物
１
に
記
載
さ
れ
た
引
用
発
明
か
ら

容
易
に
本
願
発
明
に
想
到
し
得
る
、
と

判
断
し
て
、
原
告
の
審
判
請
求
は
、
成

り
立
た
な
い
、
と
の
審
決
を
し
た
。
原

告
は
、
審
決
が
、
本
願
発
明
の
構
成
の

一
部
を
除
外
し
て
そ
の
認
定
を
行
っ
た

こ
と
、
引
用
発
明
の
内
容
を
誤
認
し
た

こ
と
、
引
用
発
明
と
の
相
違
点
の
判
断

も
誤
っ
た
こ
と
等
を
主
張
し
て
、
審
決

の
容
易
想
到
性
の
判
断
は
誤
り
で
あ

る
、
と
主
張
し
た
。

判
決
は
、
原
告
の
主
張
を
い
ず
れ
も

排
斥
し
て
、
引
用
発
明
と
比
較
し
て
本

願
発
明
に
容
易
に
想
到
し
得
る
と
し
た

審
決
の
判
断
に
誤
り
は
な
い
、
と
判
断

し
た
。

②

手
続
の
経
緯

こ
の
事
件
は
、
平
成
一
四
年
七
月
二

二
日
に
提
訴
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
一
三

日
に
第
一
回
弁
論
準
備
期
日
が
開
か

れ
、
原
告
の
訴
状
と
取
消
事
由
を
記
載

し
た
第
一
準
備
書
面
お
よ
び
被
告
の
答

弁
書
が
陳
述
さ
れ
、
同
期
日
に
お
い

て
、
被
告
の
反
論
の
準
備
書
面
の
提
出

期
限
、
原
告
の
再
反
論
の
準
備
書
面
の

提
出
期
限
が
合
意
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
準

備
書
面
の
提
出
期
限
後
の
平
成
一
五
年

三
月
一
三
日
が
第
二
回
弁
論
準
備
期
日

（
集
中
審
理
期
日
）
と
決
め
ら
れ
た
。

第
二
回
期
日
に
お
い
て
、
予
定
ど
お
り

提
出
さ
れ
た
準
備
書
面
が
陳
述
さ
れ
、

当
事
者
か
ら
技
術
説
明
と
争
点
説
明
が

な
さ
れ
、
主
任
裁
判
官
は
、
技
術
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
自
己
の
心
証
を
整
理

し
、
確
認
し
た
上
で
、
弁
論
準
備
手
続

を
終
結
し
た
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
主
任
裁
判

官
と
調
査
官
と
が
打
ち
合
わ
せ
た
結
果

に
基
づ
き
、
弁
論
準
備
終
結
か
ら
約
二

週
間
後
の
平
成
一
五
年
三
月
二
六
日
に

調
査
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
主

任
裁
判
官
が
判
決
を
起
案
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
一
五
年
四
月
二
四
日
に
口

頭
弁
論
期
日
が
指
定
さ
れ
、
合
議
体
に

お
け
る
合
議
を
経
た
上
で
、
同
年
五
月

八
日
に
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
そ
の

後
、
同
判
決
が
確
定
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
原
告
が
イ
ギ
リ
ス
法

人
で
あ
り
、
通
常
よ
り
準
備
書
面
の
準

備
等
に
時
間
が
か
か
っ
た
も
の
の
、
第

一
回
期
日
か
ら
判
決
言
渡
し
ま
で
が

六
・
五
カ
月
で
あ
り
、
訴
え
提
起
日
か

ら
判
決
言
渡
し
ま
で
が
九
・
五
カ
月
で

あ
る
。

⒟

平
成
一
四
年
（
行
ケ
）
第
六
五

三
号

審
決
取
消
請
求
事
件

①

事
案
の
内
容

原
告
は
、
発
明
の
名
称
を
「
騒
音
の

発
生
し
な
い
側
溝
」
と
す
る
特
許
発
明

の
特
許
権
者
で
あ
り
、
そ
の
明
細
書
に

つ
い
て
訂
正
審
判
を
請
求
し
、
そ
の
審

理
の
過
程
で
訂
正
審
判
の
内
容
を
補
正

す
る
手
続
補
正
書
を
提
出
し
た
も
の

の
、
特
許
庁
の
審
判
体
は
、
訂
正
の
前

半
部
分
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
本
件
明
細

書
の
特
許
請
求
の
範
囲
と
発
明
の
詳
細

な
説
明
と
が
矛
盾
し
た
も
の
に
な
る
の

で
認
め
ら
れ
な
い
、
訂
正
の
後
半
部
分

に
つ
い
て
の
手
続
補
正
は
、
こ
れ
に
よ

り
、
訂
正
審
判
請
求
の
要
旨
を
変
更
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
認
め
ら
れ
な
い
、

手
続
補
正
前
の
訂
正
の
後
半
部
分
は
、

そ
の
記
載
が
不
明
瞭
で
あ
る
か
ら
認
め

ら
れ
な
い
、
と
の
判
断
を
示
し
た
。

本
件
発
明
は
、
道
路
の
側
溝
の
蓋
と

側
溝
と
の
接
面
部
を
幾
何
学
的
に
相
似

な
曲
面
に
成
形
し
た
こ
と
に
よ
り
、
側

溝
の
上
を
自
動
車
等
が
走
行
し
た
と
き

の
騒
音
等
を
減
少
さ
せ
る
と
の
側
溝
に

つ
い
て
の
改
良
発
明
で
あ
り
、
そ
の
特

許
請
求
の
範
囲
（
訂
正
前
の
も
の
）

は
、「
接
面
部
ａ
５
が
全
面
に
わ
た
っ

て
曲
面
に
成
形
加
工
さ
れ
た
側
溝
蓋
１

と
、
前
記
側
溝
蓋
１
の
接
面
部
ａ
５
に
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対
応
す
る
接
面
部
ｂ
６
が
全
面
に
わ
た

っ
て
前
記
側
溝
蓋
１
の
接
面
部
ａ
５
の

曲
面
に
対
し
て
幾
何
学
的
に
相
似
な
曲

面
に
成
形
加
工
さ
れ
た
側
溝
２
と
か
ら

な
り
、
前
記
側
溝
蓋
１
と
側
溝
２
と
の

密
着
性
を
高
め
、
前
記
側
溝
蓋
１
に
か

か
る
垂
直
荷
重
が
前
記
側
溝
蓋
１
及
び

側
溝
２
の
接
面
部
ａ
５
、
ｂ
６
を
介
し

て
分
散
さ
れ
て
側
溝
２
に
伝
達
さ
れ
る

こ
と
を
特
徴
と
す
る
騒
音
の
発
生
し
な

い
側
溝
」
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
こ
れ

を
「
接
面
部
ａ
５
が
全
面
に
わ
た
っ
て

曲
面
に
成
形
加
工
さ
れ
た
側
溝
蓋
１

と
、
前
記
側
溝
蓋
１
の
接
面
部
ａ
５
に

対
応
す
る
接
面
部
ｂ
６
が
全
面
に
わ
た

っ
て
前
記
側
溝
蓋
１
の
接
面
部
ａ
５
の

曲
面
に
対
し
て
幾
何
学
的
に
相
似
で
且

つ
合
同
を
除
く
曲
面
に
成
形
加
工
さ
れ

た
側
溝
２
と
か
ら
な
り
、
前
記
側
溝
蓋

１
と
側
溝
２
と
の
密
着
性
を
高
め
、
前

記
側
溝
蓋
１
に
か
か
る
垂
直
荷
重
が
側

溝
蓋
１
と
の
底
面
接
触
す
る
こ
と
な
く

前
記
側
溝
蓋
１
及
び
側
溝
２
の
接
面
部

ａ
５
、
ｂ
６
を
介
し
て
分
散
さ
れ
て
側

溝
２
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
を
特
徴
と
す

る
騒
音
の
発
生
し
な
い
側
溝
」（
傍
線

部
が
訂
正
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
）
と
す
る

訂
正
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

原
告
は
、
審
決
の
訂
正
の
前
半
部
分

お
よ
び
後
半
部
分
を
認
め
な
か
っ
た
判

断
な
ら
び
に
手
続
補
正
を
要
旨
変
更
と

し
た
判
断
は
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
、

と
主
張
し
た
。

判
決
は
、
訂
正
の
前
半
部
分
に
つ
い

て
は
、
審
決
が
、
訂
正
後
の
発
明
の
要

旨
認
定
を
誤
っ
た
と
判
断
し
、
訂
正
の

後
半
部
分
に
つ
い
て
も
、
訂
正
後
の
発

明
は
そ
の
内
容
を
一
義
的
に
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の

手
続
補
正
も
そ
の
要
旨
を
変
更
す
る
も

の
で
は
な
い
、
と
判
断
し
て
、
審
決
の

判
断
を
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
と
し

て
、
審
決
を
取
り
消
し
た
。

②

手
続
の
経
緯

こ
の
事
件
は
、
平
成
一
四
年
一
二
月

二
八
日
に
提
訴
さ
れ
、
平
成
一
五
年
二

月
二
五
日
に
第
一
回
弁
論
準
備
期
日
が

開
か
れ
、
原
告
の
訴
状
と
取
消
事
由
を

記
載
し
た
第
一
準
備
書
面
お
よ
び
被
告

の
答
弁
書
が
陳
述
さ
れ
、
同
期
日
に
お

い
て
、
被
告
の
反
論
の
準
備
書
面
の
提

出
期
限
、
原
告
の
再
反
論
の
準
備
書
面

の
提
出
期
限
が
合
意
さ
れ
、
そ
れ
ら
の

準
備
書
面
の
提
出
期
限
後
の
平
成
一
五

年
四
月
一
〇
日
が
第
二
回
弁
論
準
備
期

日
（
集
中
審
理
期
日
）
と
決
め
ら
れ

た
。
第
二
回
期
日
に
お
い
て
、
予
定
ど

お
り
提
出
さ
れ
た
準
備
書
面
が
陳
述
さ

れ
、
当
事
者
か
ら
技
術
説
明
と
争
点
説

明
が
な
さ
れ
、
主
任
裁
判
官
は
、
技
術

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
自
己
の
心
証
を

整
理
し
、
確
認
し
た
上
で
、
弁
論
準
備

手
続
を
終
結
し
た
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
も
、
主
任
裁
判

官
が
調
査
報
告
書
の
提
出
を
待
た
ず
に

判
決
を
起
案
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成

一
五
年
七
月
一
日
に
口
頭
弁
論
期
日
が

指
定
さ
れ
、
合
議
体
に
よ
る
合
議
を
経

た
上
で
、
同
年
七
月
一
五
日
に
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
た
（
上
告
お
よ
び
上
告
受

理
申
立
て
）。

こ
の
事
件
は
、
第
一
回
期
日
か
ら
判

決
言
渡
し
ま
で
が
四
・
五
カ
月
で
あ

り
、
訴
え
提
起
日
か
ら
判
決
言
渡
し
ま

で
が
六
・
五
カ
月
で
あ
る
。

⑵

一
八
民
方
式
の
実
例
紹
介

⒜

平
成
一
四
年
（
行
ケ
）
第
五
六

五
号

審
決
取
消
請
求
事
件

本
件
特
許
は
レ
ン
ズ
の
発
明
に
関
す

る
。
特
許
請
求
の
範
囲
は
「
物
体
側
よ

り
順
に
、
正
屈
折
力
の
第
１
群
、
負
屈

折
力
の
第
２
群
、
及
び
正
屈
折
力
の
第

３
群
を
有
し
、
こ
の
第
３
群
が
前
群
及

び
後
群
の
2
群
に
分
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、
短
焦
点
距
離
端
か
ら
長
焦
点
距
離

端
へ
の
ズ
ー
ミ
ン
グ
に
際
し
て
、
第
１

群
及
び
第
３
群
前
群
及
び
後
群
を
各
々

像
面
側
か
ら
物
体
側
へ
移
動
し
、
前
記

第
１
・
第
２
群
間
、
第
２
・
第
３
群
間

及
び
前
記
第
３
群
の
前
群
・
後
群
間
の

空
気
間
隔
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

ズ
ー
ミ
ン
グ
を
行
い
、
か
つ
、
前
記
第

２
群
が
物
体
側
か
ら
順
に
、
像
側
に
よ

り
強
い
曲
率
を
有
す
る
第
１
負
レ
ン

ズ
、
第
２
負
レ
ン
ズ
、
第
３
正
レ
ン
ズ

及
び
第
４
負
レ
ン
ズ
か
ら
構
成
さ
れ
る

と
と
も
に
、
前
記
第
３
群
後
群
中
の
い

ず
れ
か
の
レ
ン
ズ
に
非
球
面
を
有
し
、

以
下
の
条
件
を
満
足
す
る
こ
と
を
特
徴

と
す
る
超
コ
ン
パ
ク
ト
な
広
角
域
を
含

む
高
変
倍
率
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
系
（
以
下

の
数
式
は
省
略
す
る
）。」
で
あ
る
。
昭

和
六
一
年
九
月
九
日
に
特
許
出
願
、
平

成
九
年
七
月
二
五
日
に
設
定
登
録
。

平
成
一
二
年
九
月
、
本
件
特
許
に
つ

き
無
効
審
判
の
請
求
が
提
起
さ
れ
た
。

平
成
一
三
年
に
特
許
を
無
効
と
す
る
審

決
（
第
一
次
審
決
）
が
出
さ
れ
た
。
特

許
権
者
か
ら
提
起
さ
れ
た
審
決
取
消
訴

訟
係
属
中
に
、
訂
正
審
判
請
求
が
あ
っ

て
認
め
ら
れ
、
第
一
次
審
決
を
取
り
消

す
旨
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
確
定
し
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た
。
再
開
さ
れ
た
無
効
審
判
請
求
事
件

に
お
い
て
、
平
成
一
四
年
九
月
、
無
効

審
判
の
請
求
は
成
り
立
た
な
い
、
と
す

る
審
決
（
第
二
次
審
決
）
が
あ
っ
た
。

本
訴
は
、
無
効
審
判
請
求
人
が
特
許
権

者
を
被
告
と
し
て
第
二
次
審
決
の
取
消

し
を
求
め
た
訴
訟
で
あ
る
。

本
訴
提
起
は
平
成
一
四
年
一
一
月
五

日
。
裁
判
所
書
記
官
と
、
原
告
・
被
告

訴
訟
代
理
人
と
の
間
の
進
行
打
合
せ
に

基
づ
き
、
原
告
か
ら
の
審
決
取
消
事
由

を
記
載
す
る
準
備
書
面
の
提
出
を
平
成

一
五
年
一
月
一
七
日
ま
で
、
こ
れ
に
対

す
る
被
告
の
反
論
の
準
備
書
面
の
提
出

を
同
年
二
月
二
八
日
ま
で
、
こ
れ
に
対

す
る
原
告
の
再
反
論
の
準
備
書
面
の
提

出
を
同
年
三
月
二
八
日
ま
で
と
予
定
し

た
上
、
弁
論
準
備
手
続
期
日
が
四
月
一

五
日
に
指
定
さ
れ
た
。

提
出
期
限
が
設
定
さ
れ
た
原
告
・
被

告
双
方
訴
訟
代
理
人
か
ら
の
準
備
書
面

お
よ
び
そ
れ
を
裏
付
け
る
べ
き
書
証
の

提
出
は
期
限
内
に
行
わ
れ
た
。
一
般
に

準
備
書
面
お
よ
び
書
証
に
つ
い
て
は
、

副
本
が
相
手
方
へ
送
付
さ
れ
る
と
と
も

に
、
慣
例
に
従
っ
て
裁
判
所
に
は
必
要

枚
数
の
コ
ピ
ー
の
提
出
が
あ
る
。
コ
ピ

ー
は
弁
論
準
備
手
続
担
当
裁
判
官
と
担

当
調
査
官
に
配
布
さ
れ
、
そ
の
時
点
で

必
要
な
限
度
で
の
目
が
入
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
の
案
件
で
は
、
特
許
公
報
の

提
出
が
漏
れ
て
い
る
こ
と
等
の
不
備
も

な
く
、
弁
論
準
備
手
続
期
日
が
滞
り
な

く
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
一
八

民
に
お
け
る
新
方
式
の
弁
論
準
備
手
続

期
日
に
行
わ
れ
る
技
術
説
明
の
た
め
の

ペ
ー
パ
ー
も
、
原
告
・
被
告
双
方
の
訴

訟
代
理
人
か
ら
あ
ら
か
じ
め
提
出
が
あ

っ
た
。

弁
論
準
備
手
続
期
日
は
主
任
裁
判
官

が
主
宰
し
て
、
調
査
官
立
会
の
下
に
開

催
さ
れ
た
。
原
告
代
理
人
か
ら
、
取
消

事
由
の
概
要
と
必
要
な
限
度
に
お
い
て

の
技
術
説
明
（
基
礎
的
な
技
術
事
項
の

説
明
と
本
件
発
明
の
概
要
と
公
知
技
術

の
概
要
、
お
よ
び
構
成
の
対
比
）
が
あ

り
、
被
告
代
理
人
か
ら
は
、
取
消
事
由

が
成
り
立
た
な
い
こ
と
の
裏
付
け
と
な

る
技
術
事
項
の
説
明
が
あ
っ
た
。
所
要

時
間
は
お
よ
そ
三
〇
分
で
あ
っ
た
。

こ
の
弁
論
準
備
手
続
期
日
に
お
い
て

弁
論
準
備
手
続
が
終
結
と
な
り
、
調
査

報
告
書
作
成
、
判
決
案
の
作
成
段
階
に

入
っ
た
。
約
三
週
間
後
に
調
査
官
か
ら

主
任
裁
判
官
に
対
し
て
調
査
報
告
書
の

提
出
が
あ
り
、
主
任
裁
判
官
は
判
決
案

作
成
に
と
り
か
か
っ
た
。
口
頭
弁
論
期

日
が
七
月
一
日
に
指
定
さ
れ
、
こ
の
期

日
に
向
け
て
、
主
任
裁
判
官
が
作
成
す

る
判
決
案
を
た
た
き
台
と
す
る
判
決
内

容
の
確
定
に
向
け
て
、
裁
判
長
を
は
じ

め
と
す
る
裁
判
官
三
名
の
合
議
が
行
わ

れ
た
後
、
口
頭
弁
論
期
日
が
開
催
さ
れ

て
、
二
週
間
後
の
七
月
一
五
日
に
判
決

言
渡
し
が
行
わ
れ
た
。
訴
え
提
起
か
ら

八
カ
月
余
で
判
決
に
至
っ
て
い
る
。

⒝

査
定
系
事
件
に
お
い
て
は
被
告

が
特
許
庁
長
官
で
あ
り
、
そ
の
指
定
代

理
人
で
あ
る
特
許
庁
審
判
官
が
、
一
八

民
の
集
中
審
理
方
式
に
慣
れ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
系
事
件
よ
り

も
、
集
中
審
理
方
式
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

⒞

一
八
民
に
お
い
て
は
、
書
記
官

が
窓
口
に
な
っ
て
集
中
審
理
期
日
の
設

定
お
よ
び
そ
れ
ま
で
の
準
備
書
面
・
書

証
の
提
出
期
限
を
設
定
し
て
い
る
。
争

点
を
把
握
し
て
い
な
い
裁
判
所
に
と
っ

て
、
こ
れ
ら
の
期
限
設
定
は
当
事
者
代

理
人
の
了
解
を
と
る
必
要
も
あ
っ
て
、

期
限
が
先
の
方
に
設
定
さ
れ
る
傾
向
を

拭
え
な
い
。
こ
の
集
中
審
理
方
式
が
定

着
し
て
い
く
と
、
大
方
の
提
出
期
限
の

落
ち
着
き
ど
こ
ろ
が
わ
か
っ
て
く
る
の

で
、
控
訴
理
由
の
提
出
期
限
（
民
事
訴

訟
規
則
一
八
二
条
）
の
よ
う
に
、
部
と

し
て
、
第
一
回
目
の
準
備
書
面
の
提
出

日
を
訴
え
提
起
か
ら
の
一
律
な
日
数
と

し
て
制
定
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

三

判
決
の
様
式
の
合
理
化
に

つ
い
て

審
決
取
消
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
官
の

判
決
起
案
の
負
担
は
、
通
常
民
事
事
件

に
比
べ
、
重
い
、
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
裁
判
官

は
、
審
決
取
消
訴
訟
に
お
い
て
は
、
法

的
な
判
断
を
す
る
前
提
と
し
て
、
当
該

発
明
と
こ
れ
に
関
連
す
る
公
知
技
術
の

内
容
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
事
案
の
争
点
が
技
術
内
容
を
前
提

と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
技
術
内
容

と
表
裏
一
体
と
な
っ
た
法
的
論
争
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
の
主
張
も
詳
細

に
な
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
、
判

決
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張
の
摘
示
も

詳
細
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
判
決
書
作

成
に
費
や
さ
れ
る
日
数
も
無
視
し
得
な

か
っ
た
こ
と
、
法
的
論
争
と
し
て
は
本

来
無
理
な
議
論
で
あ
っ
て
も
、
技
術
を
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絡
め
て
議
論
さ
れ
る
た
め
、
無
理
な
議

論
で
あ
る
と
一
見
し
て
判
断
し
に
く
い

傾
向
が
あ
り
、
そ
の
た
め
本
来
は
法
的

に
無
理
な
議
論
を
取
消
理
由
と
し
て
主

張
す
る
当
事
者
（
訴
訟
代
理
人
）
も
少

な
く
な
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
主
張
整

理
も
容
易
で
は
な
い
こ
と
、
等
が
あ
げ

ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
審
決
取
消
訴
訟
に
お
け
る
判
決
書

の
改
善
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
審
決

取
消
訴
訟
の
判
決
は
、
平
成
四
年
こ
ろ

か
ら
す
で
に
新
様
式
の
判
決
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
今
回
は
、
さ
ら
に
新
た

な
新
様
式
判
決
を
目
指
し
た
。
新
た
な

新
様
式
判
決
が
目
指
す
方
向
の
概
略

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
様
式
の
判
決
が
平
成
一
五
年
度
か
ら

す
で
に
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。

①

当
事
者
の
主
張
を
摘
示
す
る
部

分
は
、
従
前
の
も
の
に
比
べ
、
理
由
中

の
判
断
か
ら
み
て
不
要
な
部
分
は
、
大

胆
に
短
く
簡
潔
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。②

判
決
の
形
式
面
を
一
部
簡
略
に

す
る
。

③

判
決
中
の
裁
判
所
の
判
断
の
部

分
は
、
当
該
事
件
の
争
点
に
つ
い
て
、

結
論
に
至
っ
た
理
由
、
根
拠
を
明
確
に

述
べ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結

論
と
理
由
、
認
定
根
拠
を
て
い
ね
い
に

説
示
す
る
従
前
の
判
決
の
ス
タ
イ
ル
を

基
本
的
に
変
え
る
べ
き
理
由
は
な
い
。

た
だ
し
、
争
点
の
重
要
性
に
よ
り
、
判

決
理
由
の
記
載
に
も
軽
重
を
つ
け
、
重

要
で
は
な
い
争
点
に
つ
い
て
の
記
載
は

簡
潔
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
来
の
様
式
の
判
決
が
、
高
性
能
な

重
量
級
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

新
た
な
様
式
の
判
決
は
、
高
性
能
な
中

軽
量
級
の
も
の
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。

判
決
書
作
成
の
効
率
化
お
よ
び
わ
か

り
や
す
い
判
決
の
た
め
の
方
策
と
し
て

種
々
の
検
討
が
さ
れ
た
も
の
の
、
最
も

重
要
な
こ
と
は
、
ほ
か
の
一
般
民
事
事

件
と
同
様
に
、
審
理
を
充
実
さ
せ
、
審

理
（
弁
論
準
備
）
を
終
結
す
る
段
階
で

事
件
の
争
点
に
つ
い
て
の
心
証
を
明
確

に
形
成
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
こ

と
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
到
達

し
た
結
論
の
一
つ
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
今
後
と
も
、
集
中
審
理
方
式
を
よ

り
充
実
し
た
も
の
と
し
、
各
事
案
に
つ

い
て
明
瞭
な
心
証
が
と
れ
る
よ
う
な
充

実
し
た
審
理
を
す
る
こ
と
が
最
も
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四

お
わ
り
に

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
審
決
取
消

訴
訟
が
こ
こ
一
〇
年
間
急
増
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
て
、
平
成
一
六
年
一
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
特
許
法
の
改
正
（
特
許

異
議
制
度
の
廃
止
と
無
効
制
度
へ
の
一

本
化
等
）
に
よ
る
審
決
取
消
訴
訟
の
新

受
事
件
数
の
動
向
と
、
平
成
一
六
年
四

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
見
込
み
の
民
訴
法

の
改
正
に
よ
る
、
全
国
の
特
許
権
等
に

関
す
る
控
訴
事
件
の
東
京
高
裁
知
財
部

へ
の
集
中
（
専
属
管
轄
）
に
よ
る
控
訴

事
件
の
新
受
事
件
数
の
大
幅
な
増
加
に

つ
い
て
も
目
が
離
せ
な
い
状
況
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
知
的
財
産
権
事

件
の
迅
速
な
処
理
の
要
請
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
審
理
手
続
・
体
制
等
の
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
面
の
整
備
・
充
実
と
あ
わ
せ

て
、
審
理
方
法
等
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
面

に
お
け
る
工
夫
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
工
夫
の
一
つ
と
し
て
試

み
ら
れ
た
集
中
審
理
方
式
の
導
入
と
判

決
様
式
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
順
調
に

実
施
に
移
さ
れ
て
お
り
、
的
確
で
効
率

的
な
心
証
形
成
と
い
う
事
件
処
理
の
質

的
向
上
に
資
す
る
の
み
で
な
く
、
先
に

紹
介
し
た
よ
う
に
提
訴
後
半
年
な
い
し

一
〇
カ
月
程
度
で
判
決
に
至
る
事
例
も

出
て
く
る
な
ど
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ

る
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
次
の
課
題

は
、
審
決
取
消
訴
訟
の
判
決
作
成
期
間

の
短
縮
で
あ
り
、
集
中
審
理
方
式
に
よ

り
弁
論
準
備
手
続
を
終
結
し
た
後
に
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
判
決
を
作
成
し
、

言
渡
し
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
各
裁
判
官
の
手
持
ち
事
件
数

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

現
在
、
集
中
審
理
方
式
と
判
決
の
様
式

の
合
理
化
に
よ
り
、
既
済
件
数
を
飛
躍

的
に
増
加
さ
せ
、
手
持
ち
事
件
数
を
減

少
さ
せ
、
理
想
的
な
審
理
が
で
き
る
状

態
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

（
し
お
つ
き
・
し
ゅ
う
へ
い
╱
し
た
ら
・

り
ゅ
う
い
ち
╱
し
み
ず
・
み
さ
を
╱
お
か

も
と
・
が
く
）
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